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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成26年8月28日(2014.8.28)

【公開番号】特開2012-29555(P2012-29555A)
【公開日】平成24年2月9日(2012.2.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-006
【出願番号】特願2011-159450(P2011-159450)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ   3/12     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ   1/30     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ  19/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ   3/12    　　　　
   Ｈ０２Ｋ   1/30    　　　Ａ
   Ｈ０２Ｋ  19/10    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月11日(2014.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
回転子（２００、２１０）と、
各々が三相励起の第１の相に電気的に結合した２組の端子を有する多極多スロット集中巻
線（１０２）を備える固定子（１００）であって、第１の組の端子（３０６、３０８、３
１０）が、前記三相励起の前記第１の相のみをつなぐ第１の極数（Ｐ１）を有するように
前記多極多スロット集中巻線（１０２）を構成し、第２の組の端子（３１６、３１８）が
、前記第１の極数（Ｐ１）よりも少ない第２の極数（Ｐ２）を有するように前記多極多ス
ロット集中巻線（１０２）を構成し、前記第１の極数（Ｐ１）が前記第２の極数（Ｐ２）
の複数の極を含む、固定子と
を備える電気機械。
【請求項２】
前記第１の組の端子（３０６、３０８、３１０）に第１の電圧を供給するように構成され
た第１のエネルギー源（３１２）と、
前記第２の組の端子（３１６、３１８）に第２の電圧を同時に供給するように構成された
第２のエネルギー源（３２２）とを備え、
前記第１の電圧が前記第１の組の端子（３０６、３０８、３１０）に供給されるときに、
前記第１の極数（Ｐ１）が励起され、
前記第２の電圧が前記第２の組の端子（３１６、３１８）に同時に供給されるときに、前
記第１の極数（Ｐ１）の前記励起に加えて、前記第２の極数（Ｐ２）が励起される請求項
１記載の電気機械。
【請求項３】
前記第１の電圧が、ＡＣ電圧であり、前記第２の電圧が、ＤＣ電圧（３１６、３１８）で
ある請求項２記載の電気機械。
【請求項４】
前記第１の組の端子（３０６、３０８、３１０）に供給される前記第１の電圧と、前記第
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２の組の端子（３１６、３１８）に供給される前記第２の電圧とを制御するように構成さ
れたコントローラ（３２４）をさらに備える請求項２または３に記載の電気機械。
【請求項５】
前記回転子（２００、２１０）が、巻線、磁石、ブラシ、またはスリップリングなしで構
築される請求項１乃至４のいずれかに記載の電気機械。
【請求項６】
回転子の極数（Ｐ３）が、式
Ｐ３＝（Ｐ１＋Ｐ２）／２
によって決定される請求項１乃至５のいずれかに記載の電気機械。
【請求項７】
回転子の極数（Ｐ３）は、式
Ｐ３＝（Ｐ１－Ｐ２）／２
によって決定される請求項１乃至５のいずれかに記載の電気機械。
【請求項８】
前記固定子（１００）が１２個のスロットを備える請求項１乃至７のいずれかに記載の電
気機械。
【請求項９】
前記第１の極数（Ｐ１）が１２であり、前記第２の極数（Ｐ２）が１０である請求項１乃
至８のいずれかに記載の電気機械。
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